
2019年 度 事業報告書

(2019年 4月 1日 から2020年 3月 31日 まで )

特宇非営利活動法人 ファク トチェック・イニシアティブ

第 1 事業の成果
当法人は、本年度も、誤つた情報に惑わされない社会に向けて、日本国内のファクト

チェックの普及啓発するための各種事業を実施しました。

本年度の主な成果は以下のとおりです (特に断りがない場合、日付は2019年です)。

(1)情報発信・啓発
①ウェプサイト等による情報発信
● 6月 :FIJの公式ウェブサイト (■inb)を全面刷新しました。
o メディアパー トナーによるファクトチェック記事が6ケ 月闇で計37本
発表され、要旨をF:Jサイトに掲載しました。

● 11月 ～ :g00ニ ュース/dmenuニュースにフアクトチェックの紹介記事など
計20本の記事を配信しました。
o 20年 2月 ～ :新型コロナウイルス特設サイトを開設しました。
o 特設サイトは大きな反響を呼び、Yahoo!ニ ュース、LINEニュース、
グノシー、9ooニュースに掲出されました。
O サイトヘのアクセスは、362万PV(7月 ～20年 3月 )、 月間平均51.7万
PV。 新型コロナ特設サイト開設以後に急増し、2ヨ」包饉のユ塾生■
且二菫2⊆22ヱに達しました。

(2)市民・メディアとの連携・協●

①メディアパー トナーの募集
● 4月 ～ :メ ディアパートナーの募集を始め、5月下旬に国内外12団体の加盟を
発表しました。

20年 3月 までに計 16団体 (う 、海外4団体 ) となりました。○
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ファクトチェック記事を発表する予定のメディア)

スマー トニュース (SmanNews)

東北大学乾・鈴木研究室 .
スペクテイ (鋤DeCtee) ‐

バズフィー ドジヤパン (Bu″Feed Japan)*

ジヤパンインデプス (Japan!n―dpeth)*
食の安全と安心を科学する会 (SFSS)*
インファクト (:NFACT)(旧 ニュースのタネ)*
琉球新報 *

VVasegg*

中京テレビ (CW)*
ミエリレカ (Mielka)

毎日新聞 *
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国際ファクトチェックネットワーク

ポリティファクト (Po‖tiFact)*

台湾ファクトチェックセンター *

アニーラボ (Annie Lab)*

(lFCN)

②●■院■員遇拳ファクトチェック・プロジェクト
● 7月 :FIJが参院選ファクトチェックヘの参加を呼びかけを行い、4社のメディ
アパー トナー (琉球新報、Bu″ Feed Japan、 INFACT、 Wasegg)が■9杢の
ファク トチェック記事を発表しました (参院選特設ページに掲載 )。

③新型コロナウイルスロ瞭協カプロジェクト

0 20年 2月 ～ :IFCNの新型コロナウイルスに関するファクトチェックのデータ
ベース構築にFIJも協力した結果、国内のメディアパー トナー (BuzzFeed

Japan、 lNFACT)の ファクトチェック記事要旨 (英訳)が IFCNのデータ
ベースサイトに掲載されました。
● 20年 3月 ～ :海外のファクトチェック団体との調査連携に取り組み、以下の
事案で成果が出ました (*印は20年度の成果)。
O 台湾ファクトチェックセンターのファクトチェック ( を

蝙つたツイー ト)の調査に協力→3月 13日記事化
o MyGoPen(台湾)のファクトチェック ( に関する捏造画像

を含むネット情報)の調査に協力→3月 22日記事化
o BOOM(イ ンド)の ファクトチェック を蝙つた情報)の調
査に協力→4月 7日記事化 (*)

④疑薔言説モニタリングとデータベース化
0 6月 ～ :疑義言説自動収集システム「Fact― Checking Console(FCC)」 (ス

マートニュース株式会社、東北大学乾研究室の共同開発)が本格稼働し、疑
義言説を会員サロン (Facebook非公開グループ)で会員・メディアパート
ナー向けに提供しました (1」L=■ユ⊇」生程度)。
● 12月 ～ :疑義言説共有システム「ClaimMonbp」 (ク レイムモニター2)の

運用を開始しました。と自■且圭工1コ24立』湿轟!L_因!」生を超2Z饉題畠邑i説
三二全二集積し、会員・メディアパートナーに開覧供用しました。
● メディアパートナー (BuzzFeed Japanな ど)がクレイムモニターの情報を
利用してファクトチェック記事化する成果がいくつも出ました。

⑤海外のフアクトチェック団体との関係強化
o 9月 が台湾ファクトチェックセンター (TFC)を訪間交流し、メ
ディアパー トナー加盟につながりました。

● 10月 : が韓国・ソウル大学ファクトチェックセンター (SNU
FactCheck Cenね r)を訪問し、FIJセ ミナー (1月 11日開催)における事務局
長ら韓国ファクトチェック関係者の招聘につながりました。

⑥目瞭会臓への●加
● 第 6回世界ファクトチェック会議 (GlobalFad6、 6月 )では

が「アジアのファクトチェックネットワーク構築」と題するセッ

つ

‘



ションを主宰しました。3回 目の参加で、F山 め二:セ2_2■2を主」宰す
ることができました。

(3)会員の募集結果
● 第2期 (19年 1月 ～12月 )は、正会員は16名・2法人、賛助会員は159名 (う
ち学生97名 )・ 4法人でした。賛助会員は、第1期 (17年 11月 ～12月 )に比
べ27%増 となりました。
● 第3期 (20年 1月 ～)は、正会員は18名・3法人、賛助会員は155名 (う ち学
生109名 )・ 3法人となつています (3月 末現在)。

第2 事業の実施に関する事項

1 特定非営利活動に係る事業

(1)フアクトチェックの目的向上のためのガイドライン等の整備・啓発事業

① FIJセミナー等
本年度は、FIJセ ミナーを計 4回開催しました。また、共催の研究会も1回開
催しました (以下、講師の敬称は省略します)。

F:Jセ ミナー「偽情報対策に動き出す世界～活発化するファクトチエック」

■ 日B寺 :6月 23日 13:00～.16:00

■ 会場 :早稲田大学 3号館704教室 (東京都新宿区)
■ 参加料 :会員無料、非会員3000円
■ 講師
■ 来場者 :計45名 (一般36名 、登壇3名 、役員2名 、スタッフ4名 )
F:Jセ ミナー「ファクトチェック実践報告～メディアの現場から」

■ 日時 :9月 28日 17:00～ 19:00
日 会場 :早稲田大学 7号館307教室 (東京都新宿区)
■ 参加料 :会員無料、非会員3000円
■ 講師 : など
■ 来場者 :計30名 (一般19名、登壇6名、役員3名 、スタッフ3名 )
FIJセミナー『く偽情報>潔まる●威～最曲線レポー ト」
■ 日B寺 :12月 5日 19:00～ 21:30
日 会場 :スマー トニュース・イベントスペース (東京都渋谷区神宮前 )
■ 参加料 :会員無料、非会員3000円
■ 講師 :
■ 来場者 :計34名 (一般26名 、登壇2名 、役員3名 、スタッフ3名 )
F:Jセミナー『韓ロメディアで広がるファクトチェック ロ韓協力は可能か』

■ 日時 :20年 1月 11日 14:00～ 17:45
日 会場 :早稲田大学 3号館801教室 (東京都新宿区)
■ 共催 :早稲田大学次世代ジヤーナリズム・メディア研究所
■ 参加料 :無料
■ 講師 :
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■ 来場者 :計74名 (一般64名 、登壇2名 、役員4名、スタッフ4名 )
ファクトチェック研究会「アジアにおける誤情報・偽情報とファクトチェッ

ク最新の動向」

■ 日時 :10月 19日 15:30～ 18:00
日 会場 :早稲田大学 早稲田キャンパス3号館 405教室
■ 共催 :早稲田大学次世代ジャーナリズム・メディア研究所
■ 参加料 :無料
■ 講師

日時 :2019年:6月 26日 19:00～

会場 :ス マー トニュース会議室

主な議題 :

②公式ウェプサイト等の運営
0 4月 2日 :国際ファクトチェック・デー特設ページを開設。
0 4月～ :実験的ポータルサイト「COGITO(コ ギト)」 (COgito.■ inb)で、
ファクトチエック関連ニュースのリンク集を発信 (6月からリニユーアルし

た公式サイトのトップページにタイムライン設置。現在は運用中止し、今

後、新ポータルアプリ「FactCheck Nav‖ 」に引き継ぐ予定)
0 6月 中旬 :FIJの ウェブサイト (■inb)を全面的に刷新しました (旧サイト
はaЮhive.■ inbに移行)。
o 7月 18日 :参院選2019特集ページを開設。
0 11月 ～ :gOOニ ュース/dmenuニュースヘの配信も開始。
o 20年 2月 3日 :新型コロナウイルス特設サイトを開設。

(2)フ ァクトチェックに口する国内外の団体及び市民との連携・協働事業

①メディアパートナー会臓
o 2018年 12月 から有志のメディア関係者への呼びかけで非公式のメディアパー
トナー会議を数回に開催してきましたが、4月 から正式なメディアパー ト

ナー募集を始め、5月 下旬に国内外12団体の加盟を発表しました (20年 3月末

現在、計16団体 (う ち、海外4団体)。
o メディアパー トナー会議を以下の通り実施しました。
■ 第 1回

o 日時 :2019年6月 1日 15:00～
● 会場 :ス マー トニュース会議室
第 2回
●

●

●

第 3回
0

0

第 4回
●

0

第 5回
●

0

日

△

日

■

日時

会場

2019年 7月 30日 :19:00～

中京テレビ東京支社会議室

時 :2019年 11月 7日 19:00～

場 :中京テレビ東京支社会議室

時 :2019年 12月 10日 19:00～

場 :スマー トニュース会議室

4

△

コ



②●臓院鵬員選挙プロジェクト
O 経緯
■ 7月 3日 |

■ 7月 18日

■ 7月 21日

プロジエクト開始の記者会見を開催

公式サイト内の特集ページに記事掲載を開始

投票日

0 成果

■ 4メ ディアが参加し (BuzzFeed Japan、 琉球新報、ニュースのタ

ネ、Wase99)、 記事化は9本 (検証対象候補の言説は72件 )。

③口瞭会議等への0加
o 第 6回世界ファクトチェック会議
■ 開催日時 :6月 19日～21日
■ 主催 :国際ファクトチェックネットワーク (IFCN)
■ 場所 :南アフリカ・ケープタウン
日 が参加し、海外の関係者と交流し、セッションを

主宰。6月 23日のFIJセ ミナーで概要を報告した。
O アジアフアクトチエックフオーラム
● 開催日時 :10月 5日 ～6日
■ 主催 :台湾ファクトチェックセンターなど
■ 場所 :台湾・国立台湾大学
日 が講演し、FIJ公式サイトにレポー

トを掲載した (10月 10日 )。

o 第 2回ファクトチェックコンテスト (韓国)
■ 開催日時 :10月 30日 ～11月 1日
■ 主催 :韓国放送記者協会
口 場所 :韓国・ソウル
日 が参加し、関係者と交流し、11月 7日 のメディア

パー トナー会議で概要を報告した。
o APAC Trusted Media Summit2019

■ 開催日時 :12月 7日 ～9日
■ 主催 :グーグル
■ 場所 :シ ンガポール
■ 臭村理事が参加し、関係者と交流し、FIJ公式サイ トにレポー トを掲
載した (20年 1月 3日 )。

CЮlaimMonitorプロジェクト
0 6月 より、疑義言説自動収集システム「Fact―Checking Consoieシ ステム (
FCC)」 (スマー トニュース株式会社、東北大学乾研究室の共同開発)が本
格稼働しました。
● 4～ 11月 までは、FCC等で覚知した疑義言説を会員サロン (Facebook非公開
グループ)で共有していました (月 100件程度)。
● 12月 より、疑義言説データベースシステム「ClaimMonito2」 (ク レイムモ
ニター2)の運用を開始し、2020年 1月 からメディアパー トナー、会員にも閲
覧供用を開始しました。 1日クレイムモニター (2018年稼働)に比べ、作業

員
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性・視認性が大幅に向上し、一般通報の反映、新着情報の自動通知といった

機能が装備されました。

⑤サポーター鋼度
● 学生を中心とするFIJ会員 (サポーター、モデレーター)に FCCを活用して疑
義言説を特定し、クレイムモニターにデータを登録する業務の委託を開始し

ました。業務を委託する会員に対し、ファクトチェックの基礎的な研修も実

施しました。

C晰型コロナウイルスロ際協カプロジェクト
● 20年3月 より、日本財団の助成を受け、国内外のメディア・団体等と連携し
て、新型コロナウイルス関連の誤情報・偽情報を対象とするファクトチェッ

クの調査に協力するプロジェクトを開始した。

・  新たに学生を主体とした20名超のメンバーに、フアクトチェックの基礎に関
する研修を実施しつつ、疑義言説の覚知、調査、レポート作成、ウェブサイ

ト更新などに取り組んだ。 (*プロジェクトは3月 中旬からスタートしてい

ますが、事業費は2020年度に計上しています)

※ なお、「ファクトチェックに貢献する団体・個人に対する評価・支援事業」は、本

年度は実施しておりません。

※以上、_■自菫韮聾睦麟甜LL饉圏目國Ll_0■国日Ш:」臼田:臣璧コ嘔」」L堕菫上羞L_

2 その他の事業
該当なし

第3 会日の開催に関する事項

1 社員総会
本年度は社員総会を2回開催しました。通常総会では、第1期役員の任期満了に伴う

役員改選を行いました。

(1)2019年度通常総会
o 日時 :2019年6月 1日 13:15～ 14:45
o 場所 :ス マー トニュース会議室
O 議案 :前年度事業報告・決算報告、新年度事業計画・予算・役員改選など

(2)2019年度第1回臨時綸会
o 日時 :2020年 1月 11日 10:10～ 10:25
0 場所 :早稲田大学早稲田キャンパス 3号館 812教室
o 議案 :2018年度決算(訂正)

2理 事会
本年度は理事会を4回開催しました。第2期理事会が6月 1日 より発足しました。

＾
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(1)第1期第5回理事会 (2019年 5月 19日 )
o 主な議題 :活動報告、主たる事務所所在地の変更、メディアパートナー制度

(2)第2期第1回理事会 (2019年 6月 1日 )
o 主な議題 :正副理事長選出、委員会設置

(3)第2期第2回理事会 (2019年 9月 28日 )
o 主な議題 :活動報告、正会員の有効期間変更、会員の入会拒否事由

(4)第2期第3回理事会 (2020年 1月 11日 )
o 主な議題 :活動報告、ガイドラインの改定手続きについて

以上
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書式第 13号 (法第 28条関係 )

2019年 度 活動計算書
特定非営利活動議人ファク トチエック・イニシアティブ

事 業 報 告 用

科 目 金  額 小計・合計

5.760.000

5,κЮ,3∞

15.115.260

1“ ,000

33.306

経 常 収 益 計

【A】 経 常 収 益

26.315.866

3,743,808

0,743.803

3.826.112

3.326.112

用

1

2

0

0

【B】  経 常

経 常 費 用 計

(1)人件費

617

(2)その他経費
業務委託費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

賃借料

諸会費

租税公課

支払手数料

サービス利用料

3,146.500

6,061

249,712

27.699

58.242

4].480

72,800

9,700

111.073

102.845

(1)人件費
人件費

(2)その他経費
賃借料

サービス利用料

業務委託費

謝金

会議費

交際費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

支払手数料

広告宣伝費

5,400

621

2.719.586

366,000

164,016

4,104

383,532

9,895

37.477

26.560

7.569,920

当 期 経 常 増 減 額 【A】 ― 【B】 … ① 13.745.946

【C

経 常 外 収 益 計

【0】 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計
i当 期 経 常 外 増 減 額 【C】 ― 【D】 … ②

18.745.946

0

550 10?

産 増税

次 期 繰 越 正 味 財 産 額 ③―④+⑤ 18.195.844

1 受取会費
正会員受取会費 5. 155.000

受 取

2 受取寄附金

5 その他の収益
受取利息 ３６

　

７０

用

法人税.住民税及び事業税 ・・・④



書式第 15号 (法第 28条関係)
事 業 報 告 用

2019年 度 貸借対照表
特定非営利活動法人ファクトチェック・イニシアティブ

(単 円

科 目 :   金  額   :  小計・合計
【A】 資 産 の 部

21,977.142【A】 資 産 合 計 ①+②

未払金

前受金

預 り金

役員借入金

仮受金 (FlJ)

161,704

3,000,000

4,594

600,000

15,000

161,704

3,000,000

4,594

600,000

15,000

8781.2

1 流動量債

流動負債合計 ・・ `③

固定負債

④

2 固定負慎

固 負債合計

3,781.298

【B-1】 負 債 の 部

負 債 合 計 ③+④

-550102前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額 18,745,946

【B-2】 正 味 財 産 の 部

正 味 財 産 合 計 18.195.844

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 21.977.142

1流 動資産

(3)投 その他の資産

流動資産合計 ①

投資その他の資産

②

21.977,1142

21,393,989

272,314

21,500

4,548

284,791

現金預金

未収金

未収収益

仮払金

Syncable

2 固定資産
(1)有形固定資産
有形固定資産

(2)無形固定資産
無形固定資産

21,393,989

272,314

21,500

4,548

284,791



=彗 16 (法第 28条関係

2019年 度 計算書類の注記 事 業 報 告 用
特定非営利活動法人ファクトテェック・イニシアティブ

1.重 要な会計方針
計算書類の作成は、計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改
正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当なし
(2)固定資産の減価償却の方法
該当なし
(3)引 当金の計上基準

該当なし
(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスの受け入れはありましたが、そのサービスに関する会計上の処

理は行わず、計算書類の注記も活動計算書の計上もしていません。
(5'消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

2.事 業別損益の状況
(単位 :円 )

科 日
特定非営利活動

__上係る事業
事業部門計 管理部門 合計

I 経常収益
1 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5 その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費
人件費計
(2)その他経費
賃借料

租税公課

サービス利用料

業務委託費

謝金

会議費

旅費交通費

交際費

通信運搬費

消耗品費

支払手数料

広告宣伝費

諸会費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

0

155,800

15,115,260

198,000

33,270

0

155,800

15,115,260

198,000

33,270

5,769,000

5,044,500

0

0

36

5,769,000

5,200,300

15,115,260

198,000

33,306

15,502,330 :      15,502,330 10,813,536 26,315,866

0

0 0

5,400

0

621

2,719,586

366,000

164,016

383,532

4,104

9,895

37,477

26,560

26,617

0

5,400

0

621

2,719,586

366,000

164,016

383,532

4,104

9,895

37,477

26,560

26,617

0

41,480

9,700

102,845

3,146,500

0

6,061

249,712

0

27,699

58,242

111,073

0

72,800

46,880

9,700

103,466

5,866,086

366,000

170,077

633,244

4,104

37,594

95,719

137,633

26,617

72,800

3,743,808 : 3,743,808 3,826,112 7,569,920

3,743,808 : 3,743,808 3,826,112 7,569,920

11, 58,522 11,758,522 6,987,424 18,745,946

´

．



つ
Ｊ 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

該当なし

4 使途等が制約された寄附金等の内訳

該当なし

ｂ̈ 固定資産の増減内訳

該当なし

6.借 入金の増減内訳
円)

７
， 役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

エ 円 )

8 その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか

にするために必要な事項
事業費と管理費の按分方法

特になし

その他の事業に係る資産の状況

特になし

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

1,600,000 1,000,000 600,000

1.600.000 1.000.000

役員借入金

合計 600.000

科 目 計算書類に計上さ 内、役 目との取引 内、近親者及び支
(活動計算書)

業務委託費 (事業費)

業務委託費 (管理費)

2,719,586

3,146,500

367,200

1,061,000

活動計算書計 5.866.086 1,428,200

(貸借対照表)

役員借入金 600,000 600,000

管借対照表計 600,000 600,000



書式第 17号 (法第 28条関係)

2019年 度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動漱人ファクトチェック・イニシアティブ

]旦 1金  額 計|′卜  計 |

【A
動資産

21,393,989

293,814

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産
ol

1

2

の 部

21 977.1

S ncable 284 791

仮払金

(1)有形固定資産
固

4,548

現金預金

現金

みずほ (法人 )

未収金

未収金

未収収益

272,314

21,500

4,548

284,791

~1‐… … … … =…… …
■

0

21,393,989

:

;

;

|

丁
………………………

)

:

:21.977.142
,

【A】 資 ①+②静・  △  ●エ
だE  Eコ   ロ[

未払金

前受金

預り金

役員借入金

仮受金 (FIJ)

161,704

3,000,000

4,594

600,000

73 298

15 000

流動負 合計

1 流動
の【B-1】 負

【B-1】 負 ③+④ ,  3.781.298債 合 計

【B-2】 正 【A】 ―【B-1】 , 18,195,344味 財 産 合 計



書式第 18号 (法第 28条関係)

2019年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人ファクトチェック・イニシアティブ

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係)
日各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

事 業 報 告 用

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)
住 所 又 は 居 所

氏   名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

1
監 事

セガワ シロウ

瀬川 至朗

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年  月  日

年   月    日

(2 監事
フジムラ アツオ

藤村 厚夫

2019‐年4月 1日

2020年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

3 (
監事
タテイワ ヨウイチロウ

立岩 陽一郎

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年1   月    日

年 月 日

4 監 事
イヌイ ケンタロウ

乾 健太郎

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年

年

月   日

月    日

5 {
監 事
オガワ カズヒサ

小川 和久

2019年 4月 1日

2019年 5月 31日

年 月

月

日

年 日

6 1
監 事

イヌイ ケンタロゥ 1

撃奥村 信
2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

7 1
監事
カナイ ケイコ

金井 啓子

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

8 監事

マキノ ヨウ

牧野 洋

2019年 4月 1日

2019年 5月 31日

年

年

月

月

日

日

9 事

ジョン ミドルトン

MIDDLETON JOHN

GRE00RY

20189年 4月 1日

2019年 5月 31日

年1   月    日

年1   月    日

′

10ヽ
監事
ヤナイ ヒ トフミ

楊井 人文

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年 月

月

日

日年



書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

111
監事 ヤマサキ

山崎

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

12
理 ・監事 :E 7t=

|
二重 綾子

2019年 4月 1日

2019年 5月 31日

年 月

月

日

日年

13
理

ミヤタ ヨンオ

宮田 芳男

2019年 4月 1日

2019年 5月 31日

年  月  日

年1   月    日

141
監 事
ムラカミケンジロウ

村上 建治郎

2019年 6月 1日

2020年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

15
理 ・監事 タジマ タスク

田島 輔

2019年 6月 1日

2020年 3月 31日

年

年

月

月

日

日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

(2020年 3月 31日 現在)

特定非営利活動法人ファクトチェック・イニシアティブ

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 瀬川 至朗

2 藤村 厚夫

3 立岩 陽一郎

4 乾 健太郎

5 小川 和久

6 奥村 信幸

7 金井 啓子

8

MIDDLETON JOHN

GRE00RY

(ジ ョン ミドル トン)

9 楊井 人文

10 山崎 毅

(以 下、略 )



監査報告書

2020年 6月 20日

特定非常利活動法人ファクトチェック・イニシアティブ

代表理事 瀬川至朗 様

私は、特定非常利活動促進法 18条の規定に基づき、特定非常利活動法人ファクトチェック・

イエンアティプの 2019年度 (2019年 4j」 1「 1～ 2020年 3月 31H)業務監誉及び会計監
査を実施した ,

.業務監査 (理事の業務執行の状況に関する監査)の方法

1)年次監査

_2020イ 1=6月 181_l (本 )14「ケ‐シ15 HI

が、社会起業大学 (東京都千代田に 二番「|「 2平田ビル 1階 )で実施

|こ質問を行って、業務執行の状況を確認した。

2)_L記の他に、性事が11早事会等に||1席 した日

第 1回理事会 (2019年 6ノ]1[1)、 第 3回理事会 (2020年 1月 11日 )、 第 4回理事

会 (2020年 3り117H)

2.会計監査 (財 ,´Fの状況に関する監査)の方法
1)年次監企

2020イ116月 181](本)141キ～150寺

が、:L会起業大学 (東京都千代田区_番町 2平「 lビル 1階 )で実施。貸

IL対照表に示された財産の実在性の確認を中心に、帳簿許類、証拠書類等を1姻覧、照合

した。また に賢間を行い、改善提案などの意見を表明し

た。

3.監在結果
これらの監仝の結果、:[1法 人の業務 |ま法令及び定款によづいて執行され、会計 li、 NP0
法人会計基準及び ‐般に公 II妥 当と認められる会計の力法によって適正に処理されてい

るものと認められた。

ここに、私は、 li祀期間に係る事業報告が同法人の業務執行の状況を下し、計算書類が

2020`「 (令和 2年)3月 31「‖こおける財産の状況を適Tに表不しているものと認める。

監事H島

4.:l女善提案の意見



なお、年次監査においては、下記の通り改善提案を述べ、その達成に向けて理事と監事

がお [いに協力することを確認した。

C理事会′)四半期ごとの開催を徹底し、理事ヤま業務執行の状況を適切に報告する。

0理事会以外でも、グループウェア等を利用し、理事|■、業務執行の状況を都度、報告

するものとする。

③活動ごとの詳細な計画を検討・作,サ支し、り士捗竹理を徹底する,

①業務監査における重点嗅‖

個々のプロジェクトに関して、当法人の長期的な目的との関連1■を明確にする。

⑤会計監査における重点攻 LI

予算の内訳を、出来る限り明確|こ し、実績月比を実践する。

以 |:


